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ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ （2024年 3月 21 日）告知・取材依頼 

奄美群島日本復帰 70 周年記念シンポジウム 
「豊穣の奄美−研究と文化の継承−」の開催について 

報道機関 各位 

 

平素より本学の報道に関しては大変お世話になっております。次について、告知・取

材方お願いいたします。 

 

【趣旨等】 

「鹿児島の近現代」教育研究センターでは、 2024（令和 6）年 3 月 23

日（土）に、奄美群島日本復帰 70 周年を記念したシンポジウムを開催

します。本シンポジウムは、第 1 部「奄美研究の過去 /現在 /未来」と

第 2 部「 21 世紀の奄美島唄  ―伝統から何を受け継ぐか？」の 2 部構成

です。奄美についての研究、そして奄美文化の代表である島唄の継承

がテーマです。  

【日時】 

2024（令和 6）年 3 月 23 日（土） 10： 20～ 16： 45（開場 10： 00）  

第 1 部  10： 20〜 12： 10 

第 2 部  13： 30〜 16： 45 

【場所】 

鹿児島大学郡元キャンパス  学習交流プラザ 2F 学習交流ホール  

奄美会場同時配信  

鹿児島大学国際島嶼教育研究センター奄美分室  

（奄美市名瀬港町 15−1 奄美群島大島紬会館 6F）  

【対象】 

 学生、教職員、一般 

【内容】 

10:00 開場 

10:20 開会挨拶 

第1部 「奄美研究の過去/現在/未来」 

10:30 趣旨説明 

10:35 1． 戦後奄美群島の社会経済の変容 ―開発と自立のジレンマ― 皆村武一（鹿

児島大学名誉教授） 

11:05 2． 文化人類学/民俗学のなかの<奄美> 町泰樹（鹿児島工業高等専門学校准教

授） 
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11:35 3．オープンフォーラム 皆村武一/町泰樹/会場の皆様 

12:10 休憩 

第2部 「21世紀の奄美島唄―伝統から何を受け継ぐか？」 

13:30 趣旨説明 

13:35 1．島唄の新世紀―伝統から未来へ 梁川英俊（鹿児島大学教授） 

14:00 2．舞台から見る奄美島唄の変遷 アンニ（鹿児島大学博士課程学生） 

14:30 3．奄美島唄の継承に創造は必要か？ 原田敬子（東京音楽大学教授） 

15:00 4．コメント 酒井正子（川村学園女子大学名誉教授） 質疑応答 

15:20 5．唄者（里朋樹・歩寿）の紹介 （梁川英俊） 

15:25 6．里朋樹・歩寿ライブ 

16:00 7．21世紀の島唄に向けて 里朋樹・歩寿＋梁川英俊 

16:30 閉会挨拶 

【注意事項】（参加費、締め切り、ほか、応募するにあたっての注意事項など） 

参加費無料、入退室自由 

 

主催：鹿児島大学法文学部附属「鹿児島の近現代」教育研究センター 

後援：鹿児島県教育委員会、鹿児島市教育委員会、南日本新聞社、 MBC 南

日本放送、奄美新聞社、南海日日新聞社、あまみエフエム・ディ！ウェ

イヴ、（一社）あまみ大島観光物産連盟、（一社）奄美群島観光物産協会、

鹿児島大学国際島嶼教育研究センター（順不同）  

【お問い合わせ先】 

鹿児島大学法文学部附属「鹿児島の近現代」教育研究センター 
TEL：099−285−7532 
Mail：kingendai. j im02@gmail .com 

 









【別紙】 

鹿児島奄美群島日本復帰 70 周年記念シンポジウム 
「豊穣の奄美 ―研究と文化の継承―」 

 
 

※「鹿児島の近現代」教育研究センターHP、奄美シンポジウムお知らせ記事の QRコード 

        

※こちらのシンポは Zoom 配信を行わないため、お申込み用の QRコードはありません。 
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